














はじめに

長崎県は人口約 158 万、年間出生数約 25.000 である。その医療圏は大きく分

けて、本土は県北、県央、県南の三つの地区に分れる。離島は五島列島、対馬、

壱岐がそれぞれの複雑な事情のもとに医療資源の不足を訴え、離島医療圏組合

を組織してこれに対処しようとしている。この中で比較的早期より新生児医療

にとり組んできたのが国立長崎中央病院を中心とした県央地区である。


